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１．調整会議の開催 
 
 
 
 
 

  





 

１．調整会議の開催 
以下の通り調整会議を全８回開催した。 

 
▼表 尾道市＿調整会議の実施状況 

 日程 協議事項 

第１回 5/20(水)15:30～ 

 他地区の進捗報告について 

 中間審査会結果について 

 R２年度事業計画案について 

 その他 

第２回 9/11(金)16:00～ 

 R２年度実施計画書（変更）の確認について 

 契約変更手続きについて 

 R2 実証事業結果（速報）の報告について 

第３回 12/7(月)10:00～ 

 グリーンスローモビリティのあり方検討会と意見交換会、中間審

査会の概要について 

 意見交換会及び中間審査会の資料について 

 その他 

第４回 12/25(金)15:00～  中間審査会の資料について 

第５回 2/2(火)10:00～ 

 意見交換会等の対応について 

 成果報告書及び証憑書類について 

 令和３年度実証事業内容について 

 次年度の契約について 

 その他 

第６回 2/26(金)15:00～ 

 実証事業終了後の車両の取扱いについて 

 e-COM、カートタイプ車両の利用について 

 令和３年度契約書について 

 出発地での PR について 

 自主事業アンケートについて 

 18 ヶ月点検の実施について 

 R３年度の運行スケジュールについて 

第７回 3/11(木)9:20～ 

 R２年度の利用状況について 

 住民からの反応・要望について 

 現時点での運行サービスに関する課題認識について 

 脱炭素化への貢献度について 

 事業化後の IoT 利用の見通しについて 

 車両の燃費について 

 他の交通モードへの影響について 

 グリスロによる経済･社会的効果について 

 持続的・自立的な運行に見えてきた課題について 

 今年度の課題と次年度に向けた改善点について 

 有償事業化の見通しについて 

 その他 

第８回 3/23(火)13:00～ 
 R３年度の報告書を踏まえた検証内容について 

 委託契約書について 

  





 

 
 
 
 
 
 
 

２．実施計画書 
２.１ 実施計画書 

  





グリーンスローモビリティを核とした環境配慮型モビリティ連携による次世代観光まちづくり
令和２年度事業計画書

尾道市

0

7/15ver.

１．事業概要
(1)地域の概況
(2)地域課題の解決に向けた方向性
(3)実証事業の目的
(4) 実証の全体像
(5) ⻑期ビジョン（本事業を通じて目指す世界観）

２．実証事業の詳細
(1)中期スケジュール
(2)2020年度のスケジュール

尾道市街地（観光客向け）
(3)目的
(4)運⾏エリア・ルート
(5)運⾏ダイヤ
(6)調整事項
(7)緊急連絡網

尾道市街地（地域住⺠向け）
(8)目的
(9)運⾏エリア・ルート（尾道駅・久保周遊）
(10)運⾏ダイヤ（尾道駅・久保周遊）
(11)調整事項（尾道駅・久保周遊）
(12)緊急連絡網

瀬⼾⽥地区
(13)目的
(14)運⾏エリア・ルート
(15)運⾏ダイヤ
(16)試走
(17)緊急連絡網

共通事項
(18)安全運⾏マニュアル
(19)周知・広報計画
(20)利⽤促進策
(21)効果アンケート手法

３．ＩｏＴの活⽤
(1)IoT導入のねらい
(2)システムの全体像（尾道市街地）
(3)システムの全体像（瀬⼾⽥地区）

４．有償運送に向けて
(1)関係機関との調整
(2)⾞両の改修
(3)決済端末の導入

５．二酸化炭素削減効果について

６．地域循環共生圏の構築・ＳＤＧｓへの貢献

７．実証事業実施後の本格運⾏について

（１）実施計画書 目次
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１．事業概要
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尾道市街地は、その周辺を山と海に囲われており狭隘で
あるとともに、平地が少ないことから⼤型の駐⾞場の整備は
困難な状況にある。
このような背景から、土日や、イベント開催時には、市街地
駐⾞場は満⾞となり、さらに駐⾞場を待つ⾞列が道路をふさ
ぐため、渋滞が発生している。

また尾道市の公共交通の現状は、市⺠の⾼齢化率が
34.2％（平成27年国勢調査）に上昇しており、住⺠
ニーズに対応した公共交通の必要性が⾼まる一方で、現在
の公共交通サービスは利⽤減少しており、ドライバー不⾜等
も重なり、その維持が困難な状況にある。
⾼齢化が進展する中、市街地や集落エリアにおいて、観光
客や⾼齢者のニーズにあった新たな移動手段が求められて
いる。

渋滞発生地区

平山郁夫美術館

サンセットビーチ
豊かな観光資源を有する瀬⼾⽥は、多くのサイクリストが訪
れる観光地であるが、一般の観光においては市街地からの2
次交通に課題を抱えており、⾞による来訪が中⼼となってい
る。観光地としての集客機能にも影響している。

瀬⼾⽥地域における公共交通については、⼈⼝減少、⾼
齢化が進展しており、路線バス、尾道港から瀬⼾⽥港への
定期航路の利⽤は減少傾向にあり、その維持・存続が困
難になる可能性を抱えている。

瀬⼾⽥地域における観光資源を活かし、公共交通を観光
客、市⺠が利⽤しやすい新たな交通サービスの構築が求め
られている。

尾道市街地 瀬⼾⽥地区
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（１）地域の概況 継続



【課題】
尾道市が抱える交通の課題のうち、特に市街地の渋滞の問題が

⼤きい。尾道市の観光客は平成20年から平成29年にかけて約
25%アップし、駐⾞場不⾜による渋滞問題も課題となっている。今後
も、観光客の増加が⾒込まれるため、市街地の渋滞解消に取組んで
いく必要がある。

なお、近隣⼩学校グランドを駐⾞場として借り上げることもあるが、学
校⾏事が優先のため常時確保できるものではない。また、公共交通
機関を利⽤するパークアンドライドに取り組んでいるが、駐⾞場が郊外
にあることもあり、限定的な渋滞解消にしかなっていない。

生活交通である公共交通については、路線バスの維持継続を⽀援
しているが、⾼齢化に伴いバス停までの移動手段がなければ公共交
通が利⽤しにくい状況も生じており、地域の実情に応じた新たな交通
手段（ラストワンマイルの移動手段）の導入にも取り組んでいく必要
がある。

【方向性】
これらの経緯を踏まえ、市街地周辺の渋滞問題の解決の方向性とし
て、マイカー利⽤による観光客を公共交通の利⽤へシフトさせることが、
環境対策も踏まえ最も効果的であると考えられる。また、グリーンス
ローモビリティを市⺠が利⽤できる移動手段とすることで、観光客だけ
でなく市域内における市⺠、主に⾼齢者の新たな移動手段として交
通課題の解決にもつなげていく。

尾道市街地 瀬⼾⽥地区

【課題】
尾道港への定期航路や、島内の路線バスの維持継続が課題と
なっている。

島嶼部景観、観光資源の魅⼒を最⼤限に生かし、サイクリング目
的以外の利⽤促進を図る必要がある。

【方向性】
尾道港から瀬⼾⽥港への移動手段の魅⼒化として定期航路の利
⽤から、生活航路の維持に繋げ、瀬⼾⽥エリアでの魅⼒的な移動
手段としてのグリーンスローモビリティの利⽤へつなげることが重要とな
る。マイカーから環境配慮型の移動サービスへの転換は島嶼部景
観の保全に繋がるものと考える。

美しい海岸線をグリーンスローモビリティで移動すること自体をエン
ターテイメント化することで、オンリーワンの観光資源となる。自転⾞
の利⽤が難しい方、ご⾼齢の観光客にとっては、低速なグリーンス
ローモビリティーは、最適な交通手段となる。

尾道市街地における事業がベースであるが、2020年度からは、瀬
⼾⽥エリアの観光シーズンである夏季に、グリーンスローモビリティのう
ち1台を、市街地から瀬⼾⽥エリアへ移動し、1次交通手段の鉄道、
2次交通手段である定期航路、路線バス等の公共交通機関をグ
リーンスローモビリティまでシームレスに接続する新たな交通サービス
の実証を⾏う。
環境対策も含めた2次交通課題の解決につなげる実証の中で、
住⺠生活に必要不可⽋な生活航路の維持継続にもつなげていく。
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（２）地域の課題解決に向けた方向性 継続

１．市街地の渋滞削減
観光客のマイカー利⽤から、グリーンスローモビリティを含む公
共共通利⽤へシフトさせて、市街地の渋滞削減を図る。

２．ラストワンマイルの移動手段の検証
バスでもタクシーでもない新たな交通手段であるグリーンスロー
モビリティを、観光客の移動手段、住⺠の移動手段としての
効果を検証する。
尾道市街地におけるグリーンスローモビリティで移動することの
楽しさや、グリーンスローモビリティーの特性を活かした観光施
設への案内、住⺠の移動手段としての可能性を検証し、実
証事業終了後の持続可能な自走運⾏へつなげる。

３．マイカー利⽤の削減によりCO2排出の削減
マイカー利⽤から、グリーンスローモビリティを含む公共共通利
⽤へシフトさせることを通じて、自動⾞からのＣＯ２排出量の
削減を図る。

尾道市街地 瀬⼾⽥地区

１．定期航路の維持
尾道港から瀬⼾⽥港への定期航路について、生活航路のみ
の維持継続が困難な状況が懸念されており、新たな公共交
通サービスを構築し、観光客の利⽤促進、住⺠の移動手段
として定期航路、路線バス等の利⽤促進の効果を検証する。

２．新たな交通手段の提案
ＪＲ（尾道駅までの1次交通）＋船（尾道港から瀬⼾⽥
港への2次交通）＋グリーンスローモビリティ（瀬⼾⽥港から
観光エリア・サンセットビーチへのラストワンマイル交通）による
新たな公共交通サービスの効果を検証する。

３．マイカー利⽤の削減によりCO2排出の削減
マイカー利⽤から、グリーンスローモビリティを含む公共共通利
⽤へシフトさせることを通じて、自動⾞からのＣＯ２排出量の
削減を図る。

環境配慮型モビリティ連携による次世代観光まちづくりを推進する。
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（３）事業実証の目的 継続



尾道市街地 瀬⼾⽥地区
コンセプト グリーンスローモビリティを核とした環境配慮型モビリティ連

携による次世代（観光）まちづくり

実施内容 環境配慮型モビリティであるグリーンスローモビリティ、鉄道
（ＪＲ⻄日本）等を連携させ、公共交通への利⽤転換
を図ることで、市街地の渋滞緩和、CO2削減を検証する。
同時にグリーンスローモビリティを観光客だけでなく、市⺠、
⾼齢者の移動手段としてのニーズ検証を⾏い、実証事業
後の持続可能な自走について検証する。
• 市街地の渋滞緩和に向けて、市街地にグリーンスロー

モビリティを走⾏させるモビリティの技術実証
• ⾼齢者移動、ラストワンマイルの移動手段としてグリーン

スローモビリティの利⽤実証
• グリーンスローモビリティの位置情報の検索等を可能に

するＩＯＴサービスの技術実証
• 公共交通機関利⽤者にインセンティブ（割引、セット

券等）を提供することで、マイカー利⽤者を公共交通
機関利⽤へシフトさせるサービス実証

実施内容がどのよう
に地域の交通課題を
解決するか

観光客のマイカー利⽤を公共交通機関等への利⽤にシフ
トし、市街地の交通渋滞を緩和する。
観光客、住⺠のラストワンマイルの移動手段を確⽴し、公
共交通全体の効率性を向上させる。

地域の脱炭素 マイカー利⽤の減少による脱炭素化を図る。

地域循環環境共生
圏域

公共交通機関を利⽤する観光客や⾼齢者等の買い物
等、地域の移動手段として地産池消の飲食店の情報提
供やクーポン等を配布するこことで、観光施設・商業施設
につなぐことにより、地域の農漁業及び6次産業化の発展
に寄与させる。

コンセプト クルーズとグリーンスローモビリティを連携した新たな魅⼒創出

実施内容 グリーンスローモビリティ、鉄道（ＪＲ⻄日本）、クルーズ
（定期航路）、サイクリング等の環境配慮型モビリティを連
携させたMaaSモデルの構築を検証する。
クルーズとGSMを連携させることで、生活航路の維持を図りな
がら、あらたな観光地としての魅⼒を創出を検証する。
• 瀬⼾⽥港を起点に、しおまち商店街、平山郁夫美術館、

サンセットビーチなどの点として存在する観光資源を結ぶよ
うにグリーンスローモビリティを走⾏させるモビリティの技術実
証

• グリーンスローモビリティ、船、サイクリング等の環境配慮型
モビリティの一括検索、予約等を可能にするMaaSモデル
を構築するＩＯＴサービスの技術実証

• これまで知られていない地域を、グリーンスローモビリティ導
入を契機として新たな観光地として売り出すマーケティング
実証

実施内容がどのよう
に地域の交通課題
を解決するか

観光客のマイカー利⽤を公共交通機関（鉄道・船・バス
等）への利⽤にシフトし、市街地の二酸化炭素排出量を削
減する。MaaSモデルの構築により、単独では困難な生活航
路の維持継続につなげる。

地域の脱炭素 マイカー利⽤の減少による脱炭素化を図る。

地域循環環境共
生圏域

グリーンスローモビリティ導入を契機として、2次交通の課題解
決による観光地の魅⼒創出。
公共交通の整備による⼈の流れは、地域の特産である柑橘
等の生産の促進、農産物を活かした「新規ビジネス」（宿泊、
飲食）の創出が期待できる。
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（４）実証の全体像 継続

グリーンスローモビリティを導入をはじめとする様々な環境配慮型モビリティを、シームレスに接続させることで、次世代の観光まちづくり
を推進する。グリーンスローモビリティは渋滞緩和やCO2削減に貢献するキーモビリティとなる。

マイカーからのシフト

・渋滞緩和
・CO2削減グリーンスローモビリティ

広島空港

尾道駅 福山駅

グリーンスローモビリティとその他の多様な環境配慮型モビリティをパッケージ化し
て提供することで、自家⽤⾞からのシフトを促す。

継続（５）⻑期ビジョン（本事業を通じて目指す世界観）
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２．実証事業の詳細
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2020年度

4⽉〜9⽉ 10⽉〜3⽉

尾
道
市
街
地

瀬
⼾
⽥
地
区

実証実験
有償運⾏

事業化に向けた準備
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（１）中期スケジュール
運行スケジュール

2021年度

4⽉〜9⽉ 10⽉〜3⽉

実証実験
無償運⾏

（観光・市⺠）

有償運⾏への準備
決済端末検討

７⽉８⽉
実証実験
無償運⾏
（観光）

予約機能
検討

実証実験
有償運⾏

（観光・市⺠）

有償運⾏に向けた準備

実証実験
有償運⾏

（観光・市⺠）

事業化に向けた準備

事業化に向けた準備

修正

実証実験
有償運⾏
〜12⽉
（観光・
市⺠）

事業化に向けた準備



2020年
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（２）２０２０年度のスケジュール

尾
道
市
街
地

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

台数・運賃 ２台・無償 １台・無償 ２台・有償 台数調整・有償

ルート 尾道駅～浄土寺
尾道駅～久保（周遊）

【地域住民向け】
尾道駅～浄土寺
【観光客向け】

尾道駅～久保（周遊）
【地域住民向け】

期間 4月5月 7月8月 10月11月12月

運行日
金・土・日・祝

4/3（金）～5/31（日）
月・水・金

7/1（水）～8/31（月）
金・土・日・祝

10/2（金）～12/27（日）
月・水・金
2/2（月）～2/26（金）予定

瀬
戸
田
地
区

運行台数 １台・無償

ルート
瀬戸田港～サンセットーチ

しおまち周遊

期間 7月8月

運行日
土・日・祝

7/4（土）～8/30（日）

新規

尾道市街地（観光客向け）

11



（３）目的

尾道市街地での観光客向けグリーンスローモビリティの走⾏は、下記の目的で実施する。

12

修正

目的

1 マイカーからのシフトによる渋滞削減（右図）

2 マイカーからのシフトによるCO2排出量削減

3
主に観光客のラストワンマイルの移動手段と
しての、グリーンスローモビリティの有効性検
証

渋滞発生地区

実証実験の目的 観光客向け⾛⾏ルート・渋滞発⽣地区

尾道市街地（観光客向け）

修正

観光客向け

（４）運⾏エリア・ルート（尾道市街地）尾道駅〜浄⼟寺 尾道市街地（観光客向け）

道路幅員及び交通量とも支障
なし。
ただし、高亀医院左折時に、水
路の蓋が無い箇所があるので
脱輪に注意すること。

新開バス停前、道路幅員及び
交通量とも支障なし。
ただし、商店街合流時は見通し
が悪いので注意が必要。

突き当りを右折時には、原付バ
イクの通行が多いので注意が
必要。

13



修正（５）運⾏ダイヤ（尾道市街地）尾道駅〜浄⼟寺 尾道市街地（観光客向け）

14

修正（６）調整事項（尾道市街地）尾道駅〜浄⼟寺 尾道市街地（観光客向け）

15



尾道市街地（地域住⺠向け）

17

（８）目的

尾道市街地での住⺠向けグリーンスローモビリティの走⾏は、下記の目的で実施する。

18

修正

目的 背景

1 マイカーからのシフトによるCO2排出量削減

• 尾道市街地は、その狭隘かつ平地の少ない地形
から⼤型の駐⾞場の整備は困難な状況にあり、
しばしば交通集中による渋滞が発生している。

• 渋滞はCO2増加の一因でもあり、グリーンスロー
モビリティも含めた公共交通への利⽤シフトによっ
て、CO2削減が求められている。

2 主に住⺠のラストワンマイルの移動手段としての、グ
リーンスローモビリティの有効性検証

• 尾道市では⾼齢化が進展しており、住⺠ニーズに
対応した公共交通の必要性が⾼まる一方で、現
在の公共交通サービスは、利⽤減少、ドライバー
不⾜などで、維持が困難な状況にある。

• 地域の実情に応じた新たな交通手段（ラストワ
ンマイルの移動手段）の導入が求められている。

実証実験の目的

尾道市街地（地域住⺠向け）



修正

地域住民向け

（９）運⾏エリア・ルート（尾道市街地）尾道駅・久保周遊 尾道市街地（地域住⺠向け）

通行量は少なくない
が安全に走行は可能
である。

幅員は狭いが通行に支障は
ない。

久保三丁目バス停に向けて右折

右折対向車に注意が必要であるが
、安全に走行は可能である。

庁舎外構工事中であるが、車両
の通行は少ない。

できるだけ先頭で待
機し、青信号中に渡
りきる。

19

本実証事業には、観光客の周遊や住民の移動手段としての効果を検証するため取り

組んでいる。

令和元年１１月から１月末まで主に観光客向けのルートで運行し、アンケート調査

による利用者属性から、３割以上の地域住民の利用があったこともあり、尾道駅を起

点に、千光寺下や尾道市役所へ向けた地域住民向け周遊ルートを運行する。

事業の自立に向けて、住民と観光客の双方が利用しやすい運行ルート、サービス内

容の検証していくこととする。

修正

尾道駅・久保周遊ダイヤ

距離

5.2km

0.4km 0.2km 0.2km 0.4km 0.5km

総距離

おのみち海辺の

美術館前
尾道駅市役所前

商工会議所
前

渡場通り

0.5km 0.4km 0.2km 0.3km 0.3km 0.4km

東高前 防地口 久保３丁目尾道駅
おのみち海辺の

美術館前

0.2km 0.5km 0.5km 0.2km

渡場通り
商工会議所

前

14:24 14:2614:12 14:15 14:17 14:19 14:21 14 :22

市役所前 新開
千光寺山

ﾛｰﾌﾟｳｪｲ前
西國寺下

13:55 13:57 13:59 14:00 14 :04 14:09

13:27 13:29 13:3113:12

14:02

13:16

14:06

13:32 13:34 13:36

12:44 12:46

13:05 13:07 13:09 13:10 13 :14 13:19 13:22 13:25

12:32 12:35 12:37 12:39 12:41 12 :4212:15 12:17 12:19 12:20 12 :24

11:12 11:14 11:16 11:17 11:19 11:21

10:29 10:3110:22 10:24 10:26 10:27

10:50 10:52 10:54 10:55 10 :59 11:04 11:07 11:10

10:17 10:2010:00 10:02 10:04 10:05 10 :09 10:14

- 9:45 9:47 9:48 9:50 9:52

おのみち海辺の

美術館前
尾道駅

- - - - - - - -

東高前 防地口 久保３丁目 市役所前
商工会議所

前
渡場通り尾道駅

おのみち海辺の

美術館前
渡場通り

商工会議所
前

千光寺山
ﾛｰﾌﾟｳｪｲ前

西國寺下

-

市役所前

10:07

10:57

12:22

新開

-

10:11

11:01

12:26 12:29

（１０）運⾏ダイヤ（尾道市街地）尾道駅・久保周遊 尾道市街地（地域住⺠向け）

20



修正（１１）調整事項（尾道市街地）尾道駅・久保周遊 尾道市街地（地域住⺠向け）

21

瀬⼾⽥地区

23



（１３）目的

瀬⼾⽥地区での住⺠向けグリーンスローモビリティの走⾏は、下記の目的で実施する。

24

修正

目的 背景

1 定期航路の維持
• 尾道港から瀬⼾⽥港への定期航路の継続的な

維持には、生活航路としての利⽤だけでなく、新
たな公共交通サービスの構築による観光利⽤の
促進も必要とされている。

2 新たな交通手段の提案
• 上記のような新たなの公共交通サービスを構築に

は、サービスを構築することによる効果の検証が必
要である。

3 マイカーからのシフトによるCO2排出量削減
• マイカー利⽤の観光から、グリーンスローモビリティ

も含めた公共交通を利⽤した観光へのシフトに
よって、CO2削減が求められている。

実証実験の目的

瀬⼾⽥地区

24

参考 新たな交通サービスの実証のイメージ

サンセットビーチ

平山郁夫美術館

新たな交通サービスの実証（MaaS）

・美しい海岸線を低速で走行することで、移動すること自体が
エンターテイメントとなる地域である。
・鉄道、航路、サイクリング、グリーンスローモビリティ等の
環境配慮型モビリティをシームレスに連携させ、検索・予約を
可能にするMaaSモデルを構築する。

尾道駅

尾道港

修正瀬⼾⽥地区

25
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（１４）運⾏エリア・ルート（瀬⼾⽥地区） 新規瀬⼾⽥地区

幅員も十分で支障なし。
後方確認を徹底し、早めに
待避する。

幅員も十分で支障なし。
後方確認を徹底し、早め
に待避する。

路肩が狭いため、待避箇
所に注意が必要で、早め
の退避を徹底する。

耕三寺前バス停は、停
車中は後方車両に注意
。

瀬戸田地区は、「瀬戸田港～サンセットビーチ」と「しおまち周
遊」の２ルートを設定している。

「瀬戸田港～サンセットビーチ」は海岸線の美しい景観を楽し
めるルートであり、「しおまち周遊」は商店街や耕三寺などの観
光施設を周遊できるルートである。

車両の走行可能な距離を考慮し、サンセットビーチへは２便、
しおまち商店街を６便とした。利用だけでなくより多くの方の目に
触れる「しおまち周遊」ルートを多く走行することで、グリーンスロ
ーモビリティの周知を図る。

商店街組織、平山郁夫美術館、耕三寺へは事業継続に向け
て、グリスロ利用者への優待（インセンティブ）を依頼している。

サンセットビーチ往復ルート

航路との連携 航路との連携

尾道→瀬戸田
9:54着

瀬戸田→尾道
11:20発

瀬戸田→尾道
17:00発

しおまち周遊ルート

航路との連携 航路との連携

尾道→瀬戸田
11:19着

瀬戸田→三原
11:40発

三原→瀬戸田
12:46着

瀬戸田→尾道
13:25発

尾道→瀬戸田
13:20着

瀬戸田→三原
14:00発

三原→瀬戸田
14:03着

瀬戸田→尾道
15:00発

瀬戸田→三原
15:45発

2.0km

本町
平山郁夫
美術館

耕三寺
正門前

⇒10:20

3.2km 3.2km

13:04 13:08

みなと
オアシス
瀬戸田

サンセットビー
チ

みなと
オアシス
瀬戸田

サンセットビー
チ

本町

15:45 16:05

10:00 ⇒

⇒ ⇒

みなと
オアシス
瀬戸田

14:35 14:37 14:39 14:43

0.4km 0.4km 0.4km 0.3km 0.5km

14:45

15:20 15:22 15:24 15:28 15:30

14:41

15:26

13:30 13:32 13:34 13:38 13:4013:36

14:10 14:12 14:14 14:18 14:2014:16

令和２年７月８月

11:35

13:10

10:30

16:35 16:55

みなと
オアシス
瀬戸田

11:31

13:0613:00

11:25 11:27 11:29 11:33

10:50

13:02

27

（１５）運⾏ダイヤ（瀬⼾⽥地区） 新規瀬⼾⽥地区



・試走の運行ルートは、赤いルートを走行。
（しおまち周遊ルート）

新規（１６）試⾛（瀬⼾⽥地区） 瀬⼾⽥地区

28

目 的 GSM実証事業開始に向けた、ドライバーの運行訓練。

実施日（期間）

令和２年６月 ４日（木）15:00から16:30

令和２年６月２９日（月）13:30から15:30

令和２年６月３０日（火）13:30から15:30

運 行 ル ー ト 別紙のとおり

運 行 方 法 尾道市しまなみ商工会事務所を起点に、しおまち周遊ルートを運行する。

使 用 車 両 カートタイプ ヤマハ ＡＲ－０７ １台

運 転 手 本四バス開発株式会社 田頭、吉田、田坂、井上（運転講習受講済み）

乗 客 地元関係者、報道、市職員

試走時の安全
対 策

低速走行の表示をし、後方車両への注意喚起を行う。
追い越し時は、安全に退避し、十分に後方車両を通行させてから合流する。

車 検 証 ・ 鍵 の
管 理 方 法

本四バス開発株式会社において管理する。

運 行 記 録 運転者、ルート、時刻、車両の点検及び安全状況の記録を行う。

そ の 他
※運行ルートは警察協議済 （試走についても調整済）
※試走の機会を活かし、関係者の試乗を行うなど、瀬戸田地域の区長をはじめとした、
しまおち商店街の活性化に取り組む関係者へ、グリーンスローモビリティを周知した。

新規（１６）試⾛（瀬⼾⽥地区） 瀬⼾⽥地区

29
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（１６）試⾛（瀬⼾⽥地区）
・６月２５日（木）１３：００から復建調査設計株式会社より安全講習を受講

・６月２９日（月）１３：３０
サンセットビーチ往復ルートを試走

・６月３０日（火）１３：３０しおまち周遊ルートを試走

• グリスロが完全に待避できる、所定の停車
場所での追い越しが好ましいが、停車前に
追い越しをされる事が多くあった。

⇒直線で見通しが良く、安全な場所で、かつ
対向車線がいない箇所で早めに停車するこ
ととした。
不意の追い越しは乗客も驚くため、早めに

停車し、アナウンスをする。

新規

• サンセットビーチ往復ルートは歩道が整備
されているので、ギリギリまで寄せて停車し
ても良いが、しおまち周遊ルートは歩道が
整備されていない箇所があり、その場合は
道路の端から75㎝を開けて停車するように
警察からの指摘があった。

⇒後続車両屋乗客だけでなく、歩行者にも
配慮した運行を心掛ける。

31

（１７）調整事項（瀬⼾⽥地区） 新規



共通事項

33

34

（１８）安全運⾏マニュアル 1/3 継続



35

（１８）安全運⾏マニュアル 2/3 継続

36

（１８）安全運⾏マニュアル 3/3 継続

【試⾛による注意事項 後続⾞両への対応】
• グリスロが完全に待避できる、所定の停⾞場所での追い越しが

好ましいが、停⾞前に追い越しをされる事が多くあった。
• 直線線で⾒通しが良く、安全な場所で、かつ対向⾞線がいない

箇所で早めに停⾞し、追い越しさせることとした。
• 不意の追い越しは乗客も驚くため、早めに停⾞し、アナウンス

をする。

【試⾛による注意事項 停⾞位置】
• サンセットビーチ往復ルートは歩道が整備されているので、ギ

リギリまで寄せて停⾞しても良いが、しおまち周遊ルートは歩
道が整備されていない箇所があり、その場合は道路の端から75
㎝を開けて停⾞するように警察からの指摘があった。

• 後続⾞両や乗客だけでなく、歩⾏者にも配慮した運⾏を⼼掛け
る。

瀬戸田地区での黄色線の対応
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（１９）利⽤者への周知・安全喚起の取組み（周知・広報計画）

①安全周知看板の設置
20km/h未満での低速運⾏であり、港からサンセットビーチの間は、

通⾏⾞両の速度も速いことから安全確保のため、後続⾞両に対する
低速運⾏を周知するフラッグを設置する必要があると判断した。
ルート上に３箇所設置。(広島県管理の街灯に架設する。)
広島県からは、掲⽰物による道路の占⽤許可は難しいとのことであ

ったが、事業の趣旨を説明し、道路一時使⽤届という形で期間を区
切って設置することで了承を得た。

フラッグイメージ

６⽉

作成 設置

W750mm×H1,000mm

修正

設置箇所

38

（１９）利⽤者への周知・安全喚起の取組み（周知・広報計画）

②バス停の設置
利⽤者向けに、グリーンスローモビリティの停留所である

ことを周知するため、バス停の表⽰を製作、掲⽰する。
尾道市街地では複数のルートを運⾏するため、その都

度修正する。

A型看板
を設置

バス停名 分類
Ａ 尾道駅 既設
Ｂ 尾道駅海辺の美術館 既設
Ｃ 渡場通り 既設
Ｄ 商工会議所前 既設
Ｅ 市役所前 新設
Ｆ 千光寺山ロープウェイ前 既設
Ｇ 新開 新設
Ｈ ⻄國寺下 既設
Ｉ 東高前 既設
Ｊ 浄土寺 既設

バス停名 分類
Ａ みなとオアシス瀬⼾⽥ 新設
Ｂ サンセットビーチ 新設
Ｃ 本町 既設
Ｄ 平山郁夫美術館 既設
Ｅ 耕三寺正門前 新設

尾道市街地

瀬⼾⽥地区

修正

③サンセットビーチ停留所へマットの設置案内
サンセットビーチ駐⾞場内に設置する停留所は、

駐輪場への設置としているが、海⽔浴客の駐⾞で混
雑し、一般⾞両が駐輪場へ駐⾞することも予想され
る。安全な運⾏のため、一般⾞両の駐⾞を抑制する
ため、ラバーマットを設置する
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（１９）利⽤者への周知・安全喚起の取組み（周知・広報計画）

④GSM周知ポスター

秋に計画している有償運⾏の開始に向けて、ポ
スターを製作する。
尾道駅、観光協会、市役所、停留所などに掲

載。
印刷枚数は１５枚を予定。

新たに運⾏する瀬⼾⽥地域での周知の
ため、ポスターを製作する。鉄道、航路、グ
リスロの連携のため、尾道駅、尾道港、船
内などに掲載。
印刷枚数は１５枚程度を予定。

瀬⼾⽥地区 尾道市街地

【瀬⼾⽥地区】
瀬戸田港、サンセットビーチ、尾道駅、観光案内所、
瀬戸内クルージング×２、尾道港、尾道観光協会、尾
道市瀬戸田支所、本四バス社内、商店街店舗×５

【尾道地区】

尾道市役所×２、しまなみ交流館、尾道駅×２、商工
会議所、商工会議所祈念館、観光協会、ロープウェ
イ乗り場、中央図書館、ゆとりの広場、浄土寺、西國
寺、観光案内所、尾道港

修正

40

（１９）利⽤者への周知・安全喚起の取組み（周知・広報計画）

尾道市街地では、７⽉８⽉は無償で「尾道駅・周遊ルート」、
１０⽉から有償で「尾道駅〜浄土寺ルート」、２⽉に有償で「尾
道駅・久保周遊ルート」と複数のルートで運⾏し検証する。
それぞれにチラシを作成し、久保・筒湯地区町内会への回覧、

各停留所に設置して周知を図る。

新たに運⾏する瀬⼾⽥地域での周知のため、チラシを
製作する。
町内会（瀬⼾⽥、港、福⽥）への回覧、商店街組織

へ配布、尾道駅、尾道港、バス停などに設置して周知を
図る。印刷枚数は3,000枚を予定。

⑤住⺠向け案内チラシ製作
瀬⼾⽥地区 尾道市街地

ルート 製作枚数

７月８月 尾道駅・久保周遊 3,000

１０月〜１２月 尾道駅〜浄土寺 5,000

２月 尾道駅・久保周遊 3,000

修正

10⽉8⽉ 9⽉

作成 設置
2⽉12⽉ 1⽉

作成 設置

２⽉運⾏

１０⽉運⾏



提供の主体 インセンティブ 備考

尾
道
市
街
地

1 尾道観光協会 尾道スイーツクーポン 1,000円 900円（100円引き）

※販売場所

尾道駅観光案内所

ロープウェイ山麓駅観光案内所

2 尾道観光協会 千光寺公園頂上売店

（ソフトクリーム）

350円 300円

（50円引き）

※3 尾道観光協会 瀬戸田周遊パス 4,500円 4,050円（10％引き）

※2日間有効

※4 尾道観光協会 しまなみE－BIKE らく旅パス 4,500円 4,050円（10％引き）

※3日前までに予約必要／レンタ

サイクルに空きがあれば当日販

売可

5 浄土寺・拝観料 600円  540円（団体割引適

用）

6 西國寺・拝観料 500円（団体割引適用）

7 尾道ええもんや お土産購入代金5％引き

8 観光課 ロープウェイ

大人：片道320円 280円

往復500円 450円

（団体割引適用）

※5/18（月）から運行再開

9 文化振興課 爽籟軒入館料

100円 80円

※土日祝のみ開館

5/31（日）まで休館

10 文化振興課 映画資料館入館料

520円 420円

5/31（日）まで休館

11 文化振興課 歴史博物館入館料

210円  170円（団体割引適

用）

5/31（日）まで休館

（２０）利⽤促進策

利⽤促進及び公共交通として事業化した後の事業の持続性向上のため、地域との連携を計画している。
 グリーンスローモビリティの利⽤者１名ずつに乗⾞証明を発⾏し、利⽤者は乗⾞証明を対象の店舗で提⽰することで、特典が受けられる。

証明書は記念として渡すため回収はせず、各店舗に利⽤⽇と利⽤者数を計上してもらい、どの程度の利⽤があったか効果を検証する。

41

新規

将来的に想定されるお金の動き（今後、検討する可能性あり）
今年度の実証実験のお金の動き

今年度の実証実験のサービスの動き

利用者

観光施設運行事業者

運賃

・輸送
・乗車証明書

・観光体験
・商品

代金（割引価格）

地元店舗

将来的に関わる可能
性のある主体

実証実験のスキーム図

• 今年度の実証実験では、地域の観光施設と連携し、下図のようなお⾦、
サービスの動きが発生する。

• 将来的には、他の地域主体の参与や、他のお⾦の流れが発生することが
考えられる。（今後、検討する可能性がある）

地域との連携

※効果測定のため、協
⼒団体様に利⽤者数
を記録して頂く。
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（２１）効果アンケート手法①

・アンケート手法
GSMのドライバーがお客様に対して簡単なアンケートを

乗車時に配布。乗車中にアンケートにお答えいただけるよ
うに依頼し、降車時に回収を予定。回収が難しい場合には
、タクシーのお客様へのアンケートや駅での街頭アンケート
の実施も検討する。
瀬戸田では目的の異なる２ルートを運行するため、ルート

ごとにアンケートを整理し集計する。

・アンケートの概要・内容
社会実装、有償化に向けて、利用者の意見を把握する

ためのアンケートを実施するもの。具体的には、利用者の
属性、利用目的、代替移動手段、有償化に向けた支払い
可能運賃等を明らかにする。また、一部のアンケート結果
については、ＣＯ２削減効果計算のパラメーターとして活
用することも検討している。

瀬⼾⽥地区

修正瀬⼾⽥地区
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（２１）効果アンケート手法②

尾道市街地（尾道駅〜浄土寺ルート）、
尾道市街地（尾道駅・久保周遊ルート）

修正尾道市街地（地域住⺠向け）尾道市街地（観光客向け）

３．IoTの活⽤
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利⽤者の利便性向上
１

ドライバーの業務負担軽減
２

乗務記録分析

３

ＩＯＴ導入のねらいは、以下の3点である。

グリーンスローモビリティの走⾏位置や、現在の乗⾞⼈数を
ウェブ上で公開することで、利⽤者の利便性を⾼める。
中期的には、キャッシュレスの⽀払い端末を検討する。

通常のタクシーであれば、乗務記録を手書きで記載するが
、ドライバー席に設置するタブレットから乗⾞記録を簡易に
入⼒することができる。

乗務記録から、以下の項目について分析を⾏う。
曜日別の合計乗⾞⼈数及び平均乗⾞⼈数
時間別の乗⾞⼈数
区間別（尾道駅〜浄土寺、尾道駅・久保周遊ルート、し
おまち周遊ルート、瀬⼾⽥港〜サンセットビーチ往復ルート
）の乗⾞⼈数

継続（１）ＩＯＴ導入のねらい
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②ドライバーが、運転席に設置した端末から、現在の乗
⾞⼈数を入⼒する。（ドライバー業務負担軽減、乗⾞

⼈数、乗⾞ルートをシステム上に記録）

①運転席に設置する端末のＧＰＳにより、⾞両の位置情
報を明⽰する

観光客 ポータルサイト（ホームページ）

データ分析・加工・蓄積

【利⽤者の利便性向上】
①GSMが、どこにいて
②GSMに、あと何⼈乗れるか
③①②の多言語案内

【ビッグデータ分析】
利⽤者の移動ルート、⼈数を分析し、ニ
ーズの⾼いルート、時期、時間等を分析
し、今後の効率的な運⾏管理のための
情報を得る。
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（２）システムの全体像（尾道市街地、瀬⼾⽥地区）

取得データ
・車両位置
・車両ステータス
（回送、など）
・乗車人数

アウトプットデータ
・車両位置
・車両ステータス（回送、など）
・乗車人数

取得データ
・車両位置
・車両ステータス
（回送、など）
・乗車人数

継続



（２）システムの全体像（尾道市街地、瀬⼾⽥地区）

※赤字・赤線で記載したものが本業務での制作物

⾞載タブレット

・⾞両位置把握
・⾞両ステータス把握
・乗⾞⼈数入⼒

管理サーバー
（既存）

配⾞管理画⾯

⾞載タブレット⇔配⾞管理画⾯
との音声連絡のためマイクを設置

尾道市街地
GSM⽤
動態管理
サーバー

動態・乗⾞⼈数取得

尾道市GSMサイト

動態・
乗⾞⼈数

連携
Google Mapへのルート情報埋込

Webサイトへの連携（埋込）

継続
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※赤字・赤線で記載したものが本業務での制作物

⾞載タブレット

・⾞両位置把握
・⾞両ステータス把握
・乗⾞⼈数入⼒
・予約情報の把握

管理サーバー
（既存）

配⾞管理画⾯

瀬⼾⽥GSM⽤
動態管理
予約管理
サーバー

動態・乗⾞⼈数取得
予約情報連携

尾道市GSMサイト

動態・
乗⾞⼈数

連携

Google Mapへのルート情報埋込
Webサイトへの連携（埋込） 利⽤者

サイト
閲覧

乗⾞予約

修正

サンセット往復
ルートのみ

（３）システムの全体像（瀬⼾⽥地区）
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新規（４）システムの予約画⾯
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４．有償運送に向けて

50



（１）関係機関との調整

有償運⾏に際して下記のような課題が存在するため、関係機関と調整を⾏う。

51

関係機関 課題 現状

運行事業者 • 運賃箱（現金）の取り扱い • 有償運行GSM事例の調査
• 所轄官庁への確認

IoT機器関連の事業者 • 決済端末の導入 • 決済端末販売事業者との交渉
中

所轄官庁 • 運行認可の取得（運輸局）
• 安全な走行の確認（警察）

• 事前協議を経て、取得手続き中
• 試走実施済

地元事業者（観光利用施設）
例：神社仏閣、観光施設

• マイカーではなく、GSMを
利用した訪問の促進

• GSM利用者への割引を打診中

地元事業者（住民利用施設）
例：スーパー

• マイカーではなく、GSMを
利用した訪問の促進

• 今年度の実証実験の対象外

新規
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（２）⾞両の改修

運賃箱の設置

令和２年度秋以降に予定している有償運送に向けて、運
輸局の認可を受けるにあたり次の点が義務付けられると想
定される。

盗難防止の鍵 運賃箱の取り外し
（車検時)

・運賃箱の設置
・運行事業者の表示
・回送、行き先の表示

※乗合運行の認可（４条許可）では、現金の取り扱いをしない運行を認可することはできない
とのことであった。

新規
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（３）決済端末の導入

尾道市街地での有償運送に向けて、利⽤者の利便性向上及びドライバーの負担軽減の
ため、決済端末を導入する。

ロイヤルゲート社
PAYGATE Station 本実証事業での機器の調達を検討し、複数社と協

議したところ、コンソーシアムメンバー内での使⽤契約
や加盟店契約（運⾏事業者が変更になる。）につ
いて、柔軟な対応が可能であったため、当該機器での
導入を検討している。

新規
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（３）決済端末の導入 新規
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５．二酸化炭素削減効果について

ＣＯ２排出量 算出式（案）
＝ 乗⾞客※１ × 走⾏距離※１ × 利⽤者のバス利⽤率※２ × バス排出係数※３
＋ 乗⾞客※１ × 走⾏距離※１ × 利⽤者のタクシー利⽤率※２ × タクシー排出係数※３
＋ 乗⾞客※１ × 走⾏距離※１ × 利⽤者の自動⾞利⽤率※２ × 自動⾞排出係数※３
－ （ＧＳＭの総走⾏距離※１ × １ｋｍあたりに必要な電⼒量※４ × 排出係数※５）

※１ 乗務記録により把握。（次ページ参照）
※２ 利⽤者アンケートよりバス利⽤率、タクシー利⽤率、自動⾞の利⽤率を算出する。

（（１７）効果アンケート手法①②参照）
※３ 国土交通省による乗り物別1⼈あたりの排出係数を採⽤（2017年度）

タクシー及び自動⾞ 137g-CO2/⼈km
バス 56g-CO2/⼈km
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/sosei_environment_tk_000007.html
（国土交通省係数採⽤理由 事業者へのヒアリングよりも正確性が⾼いと判断されるため。）

※４ 0.15kWh/km ｼﾝｸﾄｩｹﾞｻﾞｰ参考値
※５ 0.669kg-CO2/kWh 中国電⼒係数

継続

５．二酸化炭素削減効果について

乗務記録フォーマット（抜粋）
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運行開始 運行終了 走行距離(km) 乗客数 運賃収入 備　　考

地点名
走行キ
ロ数
(km)

時刻 地点名
走行キ
ロ数
(km)

時刻
実車走行距離

(km)
回送距離

(km)
（人） （円）

(運休の理由、事故又は異常な状態が発生し
た場合はその概要及び原因）

2019年12月1日 下渡 尾道駅 10:00 浄土寺 10:21 2.8 1.4 3人

下渡 浄土寺 10:40 尾道駅 11:02 2.8 4人

下渡 尾道駅 11:20 浄土寺 11:45 2.8 5人

下渡 浄土寺 12:00 尾道駅 12:00 2.8 6人

下渡 尾道駅 13:00 浄土寺 13:21 2.8 5人

下渡 浄土寺 13:40 尾道駅 14:02 2.8 6人

下渡 尾道駅 14:20 浄土寺 14:42 2.8 6人

下渡 浄土寺 15:00 尾道駅 15:21 2.8 6人

2019年12月6日 水ノ上 尾道駅 10:00 浄土寺 10:23 2.8 1.4 1人

水ノ上 浄土寺 10:40 尾道駅 11:00 2.8 0人

水ノ上 尾道駅 11:20 浄土寺 11:42 2.8 2人

水ノ上 浄土寺 12:00 尾道駅 12:21 2.8 0人

水ノ上 尾道駅 13:00 浄土寺 13:20 2.8 5人 千光寺下１名降車

水ノ上 浄土寺 13:40 尾道駅 14:01 2.8 4人 千光寺下４名降車

日付 運転者名 路線名・便名

継続



５．二酸化炭素削減効果について

アンケート

• 本設問より、自動⾞利⽤率、バス利⽤率、タクシー利⽤率を算出する。
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11⽉ 12⽉ 合計 利⽤率
自動⾞ 5 2 7 7.7%
バス 12 11 23 25.3%
タクシー 6 1 7 7.7%
自転⾞ 2 0 2 2.2%
徒歩 23 29 52 57.1%
アンケート回収⼈数合計 48 43 91

11⽉、12⽉の利⽤率（暫定）

継続

グリーンスローモビリティ、鉄道、サイクリング等の「尾道ならでは」の環境負荷の低い
MaaSモデルを構築する

地域の⼥性やバス会社やタクシー会社のＯＢ⼈材をグリーンスローモビリティのドライ
バーとして積極的に採⽤し、短時間でも働くことのできる職場を⽤意することで、様々
な⼈が働きがいをもって働き続けられるまちをつくる

グリーンスローモビリティについては、観光客だけでなく、地域住⺠も利⽤できるようにし、
自動⾞の免許返納等により運転をしなくなった⾼齢者も、元気に回遊できるまちをつく
る

環境負荷の低いMaaSモデル構築 ⼥性や元気な⾼齢者
をドライバーとして雇⽤

リレーションシップ ID rI d 14 のイメージパーツがファイルにありませんでした。

観光客だけでなく、地域住⺠も利⽤

６．地域循環共⽣圏の構築・ＳＤＧｓへの貢献

SDGｓの目標７，８，１１へ貢献します。
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継続



 

 
 
 
 
 
 
 

２．実施計画書 
２.２ 実施計画書（第 1 回変更） 

  





グリーンスローモビリティを核とした環境配慮型モビリティ連携による次世代観光まちづくり
令和２年度事業計画書

尾道市

0

7/15ver.

１．事業概要
(1)地域の概況
(2)地域課題の解決に向けた方向性
(3)実証事業の目的
(4) 実証の全体像
(5) ⻑期ビジョン（本事業を通じて目指す世界観）

２．実証事業の詳細
(1)中期スケジュール
(2)2020年度のスケジュール

尾道市街地（観光客向け）
(3)目的
(4)運⾏エリア・ルート
(5)運⾏ダイヤ
(6)調整事項
(7)緊急連絡網

尾道市街地（地域住⺠向け）
(8)目的
(9)運⾏エリア・ルート（尾道駅・久保周遊）
(10)運⾏ダイヤ（尾道駅・久保周遊）
(11)調整事項（尾道駅・久保周遊）
(12)緊急連絡網

瀬⼾⽥地区
(13)目的
(14)運⾏エリア・ルート
(15)運⾏ダイヤ
(16)試走
(17)緊急連絡網

共通事項
(18)安全運⾏マニュアル
(19)周知・広報計画
(20)利⽤促進策
(21)効果アンケート手法

３．ＩｏＴの活⽤
(1)IoT導入のねらい
(2)システムの全体像（尾道市街地）
(3)システムの全体像（瀬⼾⽥地区）

４．有償運送に向けて
(1)関係機関との調整と手続き
(2)⾞両の改修
(3)決済端末の導入

５．二酸化炭素削減効果について

６．地域循環共生圏の構築・ＳＤＧｓへの貢献

７．実証事業実施後の本格運⾏について

（１）実施計画書 目次
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１．事業概要

2

尾道市街地は、その周辺を山と海に囲われており狭隘で
あるとともに、平地が少ないことから⼤型の駐⾞場の整備は
困難な状況にある。
このような背景から、土日や、イベント開催時には、市街地
駐⾞場は満⾞となり、さらに駐⾞場を待つ⾞列が道路をふさ
ぐため、渋滞が発生している。

また尾道市の公共交通の現状は、市⺠の⾼齢化率が
34.2％（平成27年国勢調査）に上昇しており、住⺠
ニーズに対応した公共交通の必要性が⾼まる一方で、現在
の公共交通サービスは利⽤減少しており、ドライバー不⾜等
も重なり、その維持が困難な状況にある。
⾼齢化が進展する中、市街地や集落エリアにおいて、観光
客や⾼齢者のニーズにあった新たな移動手段が求められて
いる。

渋滞発生地区

平山郁夫美術館

サンセットビーチ
豊かな観光資源を有する瀬⼾⽥は、多くのサイクリストが訪
れる観光地であるが、一般の観光においては市街地からの2
次交通に課題を抱えており、⾞による来訪が中⼼となってい
る。観光地としての集客機能にも影響している。

瀬⼾⽥地域における公共交通については、⼈⼝減少、⾼
齢化が進展しており、路線バス、尾道港から瀬⼾⽥港への
定期航路の利⽤は減少傾向にあり、その維持・存続が困
難になる可能性を抱えている。

瀬⼾⽥地域における観光資源を活かし、公共交通を観光
客、市⺠が利⽤しやすい新たな交通サービスの構築が求め
られている。

尾道市街地 瀬⼾⽥地区

3

（１）地域の概況 継続



【課題】
尾道市が抱える交通の課題のうち、特に市街地の渋滞の問題が

⼤きい。尾道市の観光客は平成20年から平成29年にかけて約
25%アップし、駐⾞場不⾜による渋滞問題も課題となっている。今後
も、観光客の増加が⾒込まれるため、市街地の渋滞解消に取組んで
いく必要がある。

なお、近隣⼩学校グランドを駐⾞場として借り上げることもあるが、学
校⾏事が優先のため常時確保できるものではない。また、公共交通
機関を利⽤するパークアンドライドに取り組んでいるが、駐⾞場が郊外
にあることもあり、限定的な渋滞解消にしかなっていない。

生活交通である公共交通については、路線バスの維持継続を⽀援
しているが、⾼齢化に伴いバス停までの移動手段がなければ公共交
通が利⽤しにくい状況も生じており、地域の実情に応じた新たな交通
手段（ラストワンマイルの移動手段）の導入にも取り組んでいく必要
がある。

【方向性】
これらの経緯を踏まえ、市街地周辺の渋滞問題の解決の方向性とし
て、マイカー利⽤による観光客を公共交通の利⽤へシフトさせることが、
環境対策も踏まえ最も効果的であると考えられる。また、グリーンス
ローモビリティを市⺠が利⽤できる移動手段とすることで、観光客だけ
でなく市域内における市⺠、主に⾼齢者の新たな移動手段として交
通課題の解決にもつなげていく。

尾道市街地 瀬⼾⽥地区

【課題】
尾道港への定期航路や、島内の路線バスの維持継続が課題と
なっている。

島嶼部景観、観光資源の魅⼒を最⼤限に生かし、サイクリング目
的以外の利⽤促進を図る必要がある。

【方向性】
尾道港から瀬⼾⽥港への移動手段の魅⼒化として定期航路の利
⽤から、生活航路の維持に繋げ、瀬⼾⽥エリアでの魅⼒的な移動
手段としてのグリーンスローモビリティの利⽤へつなげることが重要とな
る。マイカーから環境配慮型の移動サービスへの転換は島嶼部景
観の保全に繋がるものと考える。

美しい海岸線をグリーンスローモビリティで移動すること自体をエン
ターテイメント化することで、オンリーワンの観光資源となる。自転⾞
の利⽤が難しい方、ご⾼齢の観光客にとっては、低速なグリーンス
ローモビリティーは、最適な交通手段となる。

尾道市街地における事業がベースであるが、2020年度からは、瀬
⼾⽥エリアの観光シーズンである夏季に、グリーンスローモビリティのう
ち1台を、市街地から瀬⼾⽥エリアへ移動し、1次交通手段の鉄道、
2次交通手段である定期航路、路線バス等の公共交通機関をグ
リーンスローモビリティまでシームレスに接続する新たな交通サービス
の実証を⾏う。
環境対策も含めた2次交通課題の解決につなげる実証の中で、
住⺠生活に必要不可⽋な生活航路の維持継続にもつなげていく。

4

（２）地域の課題解決に向けた方向性 継続

１．市街地の渋滞削減
観光客のマイカー利⽤から、グリーンスローモビリティを含む公
共共通利⽤へシフトさせて、市街地の渋滞削減を図る。

２．ラストワンマイルの移動手段の検証
バスでもタクシーでもない新たな交通手段であるグリーンスロー
モビリティを、観光客の移動手段、住⺠の移動手段としての
効果を検証する。
尾道市街地におけるグリーンスローモビリティで移動することの
楽しさや、グリーンスローモビリティーの特性を活かした観光施
設への案内、住⺠の移動手段としての可能性を検証し、実
証事業終了後の持続可能な自走運⾏へつなげる。

３．マイカー利⽤の削減によりCO2排出の削減
マイカー利⽤から、グリーンスローモビリティを含む公共共通利
⽤へシフトさせることを通じて、自動⾞からのＣＯ２排出量の
削減を図る。

尾道市街地 瀬⼾⽥地区

１．定期航路の維持
尾道港から瀬⼾⽥港への定期航路について、生活航路のみ
の維持継続が困難な状況が懸念されており、新たな公共交
通サービスを構築し、観光客の利⽤促進、住⺠の移動手段
として定期航路、路線バス等の利⽤促進の効果を検証する。

２．新たな交通手段の提案
ＪＲ（尾道駅までの1次交通）＋船（尾道港から瀬⼾⽥
港への2次交通）＋グリーンスローモビリティ（瀬⼾⽥港から
観光エリア・サンセットビーチへのラストワンマイル交通）による
新たな公共交通サービスの効果を検証する。

３．マイカー利⽤の削減によりCO2排出の削減
マイカー利⽤から、グリーンスローモビリティを含む公共共通利
⽤へシフトさせることを通じて、自動⾞からのＣＯ２排出量の
削減を図る。

環境配慮型モビリティ連携による次世代観光まちづくりを推進する。

5

（３）事業実証の目的 継続



尾道市街地 瀬⼾⽥地区
コンセプト グリーンスローモビリティを核とした環境配慮型モビリティ連

携による次世代（観光）まちづくり

実施内容 環境配慮型モビリティであるグリーンスローモビリティ、鉄道
（ＪＲ⻄日本）等を連携させ、公共交通への利⽤転換
を図ることで、市街地の渋滞緩和、CO2削減を検証する。
同時にグリーンスローモビリティを観光客だけでなく、市⺠、
⾼齢者の移動手段としてのニーズ検証を⾏い、実証事業
後の持続可能な自走について検証する。
• 市街地の渋滞緩和に向けて、市街地にグリーンスロー

モビリティを走⾏させるモビリティの技術実証
• ⾼齢者移動、ラストワンマイルの移動手段としてグリーン

スローモビリティの利⽤実証
• グリーンスローモビリティの位置情報の検索等を可能に

するＩＯＴサービスの技術実証
• 公共交通機関利⽤者にインセンティブ（割引、セット

券等）を提供することで、マイカー利⽤者を公共交通
機関利⽤へシフトさせるサービス実証

実施内容がどのよう
に地域の交通課題を
解決するか

観光客のマイカー利⽤を公共交通機関等への利⽤にシフ
トし、市街地の交通渋滞を緩和する。
観光客、住⺠のラストワンマイルの移動手段を確⽴し、公
共交通全体の効率性を向上させる。

地域の脱炭素 マイカー利⽤の減少による脱炭素化を図る。

地域循環環境共生
圏域

公共交通機関を利⽤する観光客や⾼齢者等の買い物
等、地域の移動手段として地産池消の飲食店の情報提
供やクーポン等を配布するこことで、観光施設・商業施設
につなぐことにより、地域の農漁業及び6次産業化の発展
に寄与させる。

コンセプト クルーズとグリーンスローモビリティを連携した新たな魅⼒創出

実施内容 グリーンスローモビリティ、鉄道（ＪＲ⻄日本）、クルーズ
（定期航路）、サイクリング等の環境配慮型モビリティを連
携させたMaaSモデルの構築を検証する。
クルーズとGSMを連携させることで、生活航路の維持を図りな
がら、あらたな観光地としての魅⼒を創出を検証する。
• 瀬⼾⽥港を起点に、しおまち商店街、平山郁夫美術館、

サンセットビーチなどの点として存在する観光資源を結ぶよ
うにグリーンスローモビリティを走⾏させるモビリティの技術実
証

• グリーンスローモビリティ、船、サイクリング等の環境配慮型
モビリティの一括検索、予約等を可能にするMaaSモデル
を構築するＩＯＴサービスの技術実証

• これまで知られていない地域を、グリーンスローモビリティ導
入を契機として新たな観光地として売り出すマーケティング
実証

実施内容がどのよう
に地域の交通課題
を解決するか

観光客のマイカー利⽤を公共交通機関（鉄道・船・バス
等）への利⽤にシフトし、市街地の二酸化炭素排出量を削
減する。MaaSモデルの構築により、単独では困難な生活航
路の維持継続につなげる。

地域の脱炭素 マイカー利⽤の減少による脱炭素化を図る。

地域循環環境共
生圏域

グリーンスローモビリティ導入を契機として、2次交通の課題解
決による観光地の魅⼒創出。
公共交通の整備による⼈の流れは、地域の特産である柑橘
等の生産の促進、農産物を活かした「新規ビジネス」（宿泊、
飲食）の創出が期待できる。

6

（４）実証の全体像 継続

グリーンスローモビリティを導入をはじめとする様々な環境配慮型モビリティを、シームレスに接続させることで、次世代の観光まちづくり
を推進する。グリーンスローモビリティは渋滞緩和やCO2削減に貢献するキーモビリティとなる。

マイカーからのシフト

・渋滞緩和
・CO2削減グリーンスローモビリティ

広島空港

尾道駅 福山駅

グリーンスローモビリティとその他の多様な環境配慮型モビリティをパッケージ化し
て提供することで、自家⽤⾞からのシフトを促す。

継続（５）⻑期ビジョン（本事業を通じて目指す世界観）
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２．実証事業の詳細
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2020年度

4⽉〜9⽉ 10⽉〜3⽉

尾
道
市
街
地

瀬
⼾
⽥
地
区

実証実験
有償運⾏

事業化に向けた準備

9

（１）中期スケジュール
運行スケジュール

2021年度

4⽉〜9⽉ 10⽉〜3⽉

実証実験
無償運⾏

（観光・市⺠）

有償運⾏への準備
決済端末検討

７⽉８⽉
実証実験
無償運⾏
（観光）

予約機能
検討

実証実験
有償運⾏

（観光・市⺠）

有償運⾏に向けた準備

実証実験
有償運⾏

（観光・市⺠）

事業化に向けた準備

事業化に向けた準備

修正

実証実験
有償運⾏
〜12⽉
（観光・
市⺠）

事業化に向けた準備



2020年
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（２）２０２０年度のスケジュール

尾
道
市
街
地

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

台数・運賃 ２台・無償 １台・無償 ２台・有償 台数調整・有償

ルート 尾道駅～浄土寺
尾道駅～久保（周遊）

【地域住民向け】
尾道駅～浄土寺
【観光客向け】

尾道駅～久保（周遊）
【地域住民向け】

期間 4月5月 7月8月 10月11月12月

運行日
金・土・日・祝

4/3（金）～5/31（日）
月・水・金

7/1（水）～8/31（月）
金・土・日・祝

10/2（金）～12/27（日）
月・水・金
2/2（月）～2/26（金）予定

瀬
戸
田
地
区

運行台数 １台・無償

ルート
瀬戸田港～サンセットーチ

しおまち周遊

期間 7月8月

運行日
土・日・祝

7/4（土）～8/30（日）

新規

尾道市街地（観光客向け）
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（３）目的

尾道市街地での観光客向けグリーンスローモビリティの走⾏は、下記の目的で実施する。

12

修正

目的

1 マイカーからのシフトによる渋滞削減（右図）

2 マイカーからのシフトによるCO2排出量削減

3
主に観光客のラストワンマイルの移動手段と
しての、グリーンスローモビリティの有効性検
証

渋滞発生地区

実証実験の目的 観光客向け⾛⾏ルート・渋滞発⽣地区

尾道市街地（観光客向け）

修正

観光客向け

（４）運⾏エリア・ルート（尾道市街地）尾道駅〜浄⼟寺 尾道市街地（観光客向け）

道路幅員及び交通量とも支障
なし。
ただし、高亀医院左折時に、水
路の蓋が無い箇所があるので
脱輪に注意すること。

新開バス停前、道路幅員及び
交通量とも支障なし。
ただし、商店街合流時は見通し
が悪いので注意が必要。

突き当りを右折時には、原付バ
イクの通行が多いので注意が
必要。
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修正（５）運⾏ダイヤ（尾道市街地）尾道駅〜浄⼟寺 尾道市街地（観光客向け）
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修正（６）調整事項（尾道市街地）尾道駅〜浄⼟寺 尾道市街地（観光客向け）
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尾道市街地（地域住⺠向け）

17

（８）目的

尾道市街地での住⺠向けグリーンスローモビリティの走⾏は、下記の目的で実施する。
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修正

目的 背景

1 マイカーからのシフトによるCO2排出量削減

• 尾道市街地は、その狭隘かつ平地の少ない地形
から⼤型の駐⾞場の整備は困難な状況にあり、
しばしば交通集中による渋滞が発生している。

• 渋滞はCO2増加の一因でもあり、グリーンスロー
モビリティも含めた公共交通への利⽤シフトによっ
て、CO2削減が求められている。

2 主に住⺠のラストワンマイルの移動手段としての、グ
リーンスローモビリティの有効性検証

• 尾道市では⾼齢化が進展しており、住⺠ニーズに
対応した公共交通の必要性が⾼まる一方で、現
在の公共交通サービスは、利⽤減少、ドライバー
不⾜などで、維持が困難な状況にある。

• 地域の実情に応じた新たな交通手段（ラストワ
ンマイルの移動手段）の導入が求められている。

実証実験の目的

尾道市街地（地域住⺠向け）



修正

地域住民向け

（９）運⾏エリア・ルート（尾道市街地）尾道駅・久保周遊 尾道市街地（地域住⺠向け）

通行量は少なくない
が安全に走行は可能
である。

幅員は狭いが通行に支障は
ない。

久保三丁目バス停に向けて右折

右折対向車に注意が必要であるが
、安全に走行は可能である。

庁舎外構工事中であるが、車両
の通行は少ない。

できるだけ先頭で待
機し、青信号中に渡
りきる。

19

本実証事業には、観光客の周遊や住民の移動手段としての効果を検証するため取り

組んでいる。

令和元年１１月から１月末まで主に観光客向けのルートで運行し、アンケート調査

による利用者属性から、３割以上の地域住民の利用があったこともあり、尾道駅を起

点に、千光寺下や尾道市役所へ向けた地域住民向け周遊ルートを運行する。

事業の自立に向けて、住民と観光客の双方が利用しやすい運行ルート、サービス内

容の検証していくこととする。

修正

尾道駅・久保周遊ダイヤ

距離

5.2km

0.4km 0.2km 0.2km 0.4km 0.5km

総距離

おのみち海辺の

美術館前
尾道駅市役所前

商工会議所
前

渡場通り

0.5km 0.4km 0.2km 0.3km 0.3km 0.4km

東高前 防地口 久保３丁目尾道駅
おのみち海辺の

美術館前

0.2km 0.5km 0.5km 0.2km

渡場通り
商工会議所

前

14:24 14:2614:12 14:15 14:17 14:19 14:21 14 :22

市役所前 新開
千光寺山

ﾛｰﾌﾟｳｪｲ前
西國寺下

13:55 13:57 13:59 14:00 14 :04 14:09

13:27 13:29 13:3113:12

14:02

13:16

14:06

13:32 13:34 13:36

12:44 12:46

13:05 13:07 13:09 13:10 13 :14 13:19 13:22 13:25

12:32 12:35 12:37 12:39 12:41 12 :4212:15 12:17 12:19 12:20 12 :24

11:12 11:14 11:16 11:17 11:19 11:21

10:29 10:3110:22 10:24 10:26 10:27

10:50 10:52 10:54 10:55 10 :59 11:04 11:07 11:10

10:17 10:2010:00 10:02 10:04 10:05 10 :09 10:14

- 9:45 9:47 9:48 9:50 9:52

おのみち海辺の

美術館前
尾道駅

- - - - - - - -

東高前 防地口 久保３丁目 市役所前
商工会議所

前
渡場通り尾道駅

おのみち海辺の

美術館前
渡場通り

商工会議所
前

千光寺山
ﾛｰﾌﾟｳｪｲ前

西國寺下

-

市役所前

10:07

10:57

12:22

新開

-

10:11

11:01

12:26 12:29

（１０）運⾏ダイヤ（尾道市街地）尾道駅・久保周遊 尾道市街地（地域住⺠向け）
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修正（１１）調整事項（尾道市街地）尾道駅・久保周遊 尾道市街地（地域住⺠向け）

21

瀬⼾⽥地区

23



（１３）目的

瀬⼾⽥地区での住⺠向けグリーンスローモビリティの走⾏は、下記の目的で実施する。

24

修正

目的 背景

1 定期航路の維持
• 尾道港から瀬⼾⽥港への定期航路の継続的な

維持には、生活航路としての利⽤だけでなく、新
たな公共交通サービスの構築による観光利⽤の
促進も必要とされている。

2 新たな交通手段の提案
• 上記のような新たなの公共交通サービスを構築に

は、サービスを構築することによる効果の検証が必
要である。

3 マイカーからのシフトによるCO2排出量削減
• マイカー利⽤の観光から、グリーンスローモビリティ

も含めた公共交通を利⽤した観光へのシフトに
よって、CO2削減が求められている。

実証実験の目的

瀬⼾⽥地区

24

参考 新たな交通サービスの実証のイメージ

サンセットビーチ

平山郁夫美術館

新たな交通サービスの実証（MaaS）

・美しい海岸線を低速で走行することで、移動すること自体が
エンターテイメントとなる地域である。
・鉄道、航路、サイクリング、グリーンスローモビリティ等の
環境配慮型モビリティをシームレスに連携させ、検索・予約を
可能にするMaaSモデルを構築する。

尾道駅

尾道港

修正瀬⼾⽥地区

25
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（１４）運⾏エリア・ルート（瀬⼾⽥地区） 新規瀬⼾⽥地区

幅員も十分で支障なし。
後方確認を徹底し、早めに
待避する。

幅員も十分で支障なし。
後方確認を徹底し、早め
に待避する。

路肩が狭いため、待避箇
所に注意が必要で、早め
の退避を徹底する。

耕三寺前バス停は、停
車中は後方車両に注意
。

瀬戸田地区は、「瀬戸田港～サンセットビーチ」と「しおまち周
遊」の２ルートを設定している。

「瀬戸田港～サンセットビーチ」は海岸線の美しい景観を楽し
めるルートであり、「しおまち周遊」は商店街や耕三寺などの観
光施設を周遊できるルートである。

車両の走行可能な距離を考慮し、サンセットビーチへは２便、
しおまち商店街を６便とした。利用だけでなくより多くの方の目に
触れる「しおまち周遊」ルートを多く走行することで、グリーンスロ
ーモビリティの周知を図る。

商店街組織、平山郁夫美術館、耕三寺へは事業継続に向け
て、グリスロ利用者への優待（インセンティブ）を依頼している。

サンセットビーチ往復ルート

航路との連携 航路との連携

尾道→瀬戸田
9:54着

瀬戸田→尾道
11:20発

瀬戸田→尾道
17:00発

しおまち周遊ルート

航路との連携 航路との連携

尾道→瀬戸田
11:19着

瀬戸田→三原
11:40発

三原→瀬戸田
12:46着

瀬戸田→尾道
13:25発

尾道→瀬戸田
13:20着

瀬戸田→三原
14:00発

三原→瀬戸田
14:03着

瀬戸田→尾道
15:00発

瀬戸田→三原
15:45発

2.0km

本町
平山郁夫
美術館

耕三寺
正門前

⇒10:20

3.2km 3.2km

13:04 13:08

みなと
オアシス
瀬戸田

サンセットビー
チ

みなと
オアシス
瀬戸田

サンセットビー
チ

本町

15:45 16:05

10:00 ⇒

⇒ ⇒

みなと
オアシス
瀬戸田

14:35 14:37 14:39 14:43

0.4km 0.4km 0.4km 0.3km 0.5km

14:45

15:20 15:22 15:24 15:28 15:30

14:41

15:26

13:30 13:32 13:34 13:38 13:4013:36

14:10 14:12 14:14 14:18 14:2014:16

令和２年７月８月

11:35

13:10

10:30

16:35 16:55

みなと
オアシス
瀬戸田

11:31

13:0613:00

11:25 11:27 11:29 11:33

10:50

13:02

27

（１５）運⾏ダイヤ（瀬⼾⽥地区） 新規瀬⼾⽥地区



・試走の運行ルートは、赤いルートを走行。
（しおまち周遊ルート）

新規（１６）試⾛（瀬⼾⽥地区） 瀬⼾⽥地区

28

目 的 GSM実証事業開始に向けた、ドライバーの運行訓練。

実施日（期間）

令和２年６月 ４日（木）15:00から16:30

令和２年６月２９日（月）13:30から15:30

令和２年６月３０日（火）13:30から15:30

運 行 ル ー ト 別紙のとおり

運 行 方 法 尾道市しまなみ商工会事務所を起点に、しおまち周遊ルートを運行する。

使 用 車 両 カートタイプ ヤマハ ＡＲ－０７ １台

運 転 手 本四バス開発株式会社 田頭、吉田、田坂、井上（運転講習受講済み）

乗 客 地元関係者、報道、市職員

試走時の安全
対 策

低速走行の表示をし、後方車両への注意喚起を行う。
追い越し時は、安全に退避し、十分に後方車両を通行させてから合流する。

車 検 証 ・ 鍵 の
管 理 方 法

本四バス開発株式会社において管理する。

運 行 記 録 運転者、ルート、時刻、車両の点検及び安全状況の記録を行う。

そ の 他
※運行ルートは警察協議済 （試走についても調整済）
※試走の機会を活かし、関係者の試乗を行うなど、瀬戸田地域の区長をはじめとした、
しまおち商店街の活性化に取り組む関係者へ、グリーンスローモビリティを周知した。

新規（１６）試⾛（瀬⼾⽥地区） 瀬⼾⽥地区

29
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（１６）試⾛（瀬⼾⽥地区）
・６月２５日（木）１３：００から復建調査設計株式会社より安全講習を受講

・６月２９日（月）１３：３０
サンセットビーチ往復ルートを試走

・６月３０日（火）１３：３０しおまち周遊ルートを試走

• グリスロが完全に待避できる、所定の停車
場所での追い越しが好ましいが、停車前に
追い越しをされる事が多くあった。

⇒直線で見通しが良く、安全な場所で、かつ
対向車線がいない箇所で早めに停車するこ
ととした。
不意の追い越しは乗客も驚くため、早めに

停車し、アナウンスをする。

新規

• サンセットビーチ往復ルートは歩道が整備
されているので、ギリギリまで寄せて停車し
ても良いが、しおまち周遊ルートは歩道が
整備されていない箇所があり、その場合は
道路の端から75㎝を開けて停車するように
警察からの指摘があった。

⇒後続車両屋乗客だけでなく、歩行者にも
配慮した運行を心掛ける。

31

（１７）調整事項（瀬⼾⽥地区） 新規



共通事項

33

34

（１８）安全運⾏マニュアル 1/3 継続
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（１８）安全運⾏マニュアル 2/3 継続

36

（１８）安全運⾏マニュアル 3/3 継続

【試⾛による注意事項 後続⾞両への対応】
• グリスロが完全に待避できる、所定の停⾞場所での追い越しが

好ましいが、停⾞前に追い越しをされる事が多くあった。
• 直線線で⾒通しが良く、安全な場所で、かつ対向⾞線がいない

箇所で早めに停⾞し、追い越しさせることとした。
• 不意の追い越しは乗客も驚くため、早めに停⾞し、アナウンス

をする。

【試⾛による注意事項 停⾞位置】
• サンセットビーチ往復ルートは歩道が整備されているので、ギ

リギリまで寄せて停⾞しても良いが、しおまち周遊ルートは歩
道が整備されていない箇所があり、その場合は道路の端から75
㎝を開けて停⾞するように警察からの指摘があった。

• 後続⾞両や乗客だけでなく、歩⾏者にも配慮した運⾏を⼼掛け
る。

瀬戸田地区での黄色線の対応
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（１９）利⽤者への周知・安全喚起の取組み（周知・広報計画）

①安全周知看板の設置
20km/h未満での低速運⾏であり、港からサンセットビーチの間は、

通⾏⾞両の速度も速いことから安全確保のため、後続⾞両に対する
低速運⾏を周知するフラッグを設置する必要があると判断した。
ルート上に３箇所設置。(広島県管理の街灯に架設する。)
広島県からは、掲⽰物による道路の占⽤許可は難しいとのことであ

ったが、事業の趣旨を説明し、道路一時使⽤届という形で期間を区
切って設置することで了承を得た。

フラッグイメージ

６⽉

作成 設置

W750mm×H1,000mm

修正

設置箇所

38

（１９）利⽤者への周知・安全喚起の取組み（周知・広報計画）

②バス停の設置
利⽤者向けに、グリーンスローモビリティの停留所である

ことを周知するため、バス停の表⽰を製作、掲⽰する。
尾道市街地では複数のルートを運⾏するため、その都

度修正する。

A型看板
を設置

バス停名 分類
Ａ 尾道駅 既設
Ｂ 尾道駅海辺の美術館 既設
Ｃ 渡場通り 既設
Ｄ 商工会議所前 既設
Ｅ 市役所前 新設
Ｆ 千光寺山ロープウェイ前 既設
Ｇ 新開 新設
Ｈ ⻄國寺下 既設
Ｉ 東高前 既設
Ｊ 浄土寺 既設

バス停名 分類
Ａ みなとオアシス瀬⼾⽥ 新設
Ｂ サンセットビーチ 新設
Ｃ 本町 既設
Ｄ 平山郁夫美術館 既設
Ｅ 耕三寺正門前 新設

尾道市街地

瀬⼾⽥地区

修正

③サンセットビーチ停留所へマットの設置案内
サンセットビーチ駐⾞場内に設置する停留所は、

駐輪場への設置としているが、海⽔浴客の駐⾞で混
雑し、一般⾞両が駐輪場へ駐⾞することも予想され
る。安全な運⾏のため、一般⾞両の駐⾞を抑制する
ため、ラバーマットを設置する
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（１９）利⽤者への周知・安全喚起の取組み（周知・広報計画）

④GSM周知ポスター

秋に計画している有償運⾏の開始に向けて、ポ
スターを製作する。
尾道駅、観光協会、市役所、停留所などに掲

載。
印刷枚数は１５枚を予定。

新たに運⾏する瀬⼾⽥地域での周知の
ため、ポスターを製作する。鉄道、航路、グ
リスロの連携のため、尾道駅、尾道港、船
内などに掲載。
印刷枚数は１５枚程度を予定。

瀬⼾⽥地区 尾道市街地

【瀬⼾⽥地区】
瀬戸田港、サンセットビーチ、尾道駅、観光案内所、
瀬戸内クルージング×２、尾道港、尾道観光協会、尾
道市瀬戸田支所、本四バス社内、商店街店舗×５

【尾道地区】

尾道市役所×２、しまなみ交流館、尾道駅×２、商工
会議所、商工会議所祈念館、観光協会、ロープウェ
イ乗り場、中央図書館、ゆとりの広場、浄土寺、西國
寺、観光案内所、尾道港

修正
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（１９）利⽤者への周知・安全喚起の取組み（周知・広報計画）

尾道市街地では、７⽉８⽉は無償で「尾道駅・周遊ルート」、
１０⽉から有償で「尾道駅〜浄土寺ルート」、２⽉に有償で「尾
道駅・久保周遊ルート」と複数のルートで運⾏し検証する。
それぞれにチラシを作成し、久保・筒湯地区町内会への回覧、

各停留所に設置して周知を図る。

新たに運⾏する瀬⼾⽥地域での周知のため、チラシを
製作する。
町内会（瀬⼾⽥、港、福⽥）への回覧、商店街組織

へ配布、尾道駅、尾道港、バス停などに設置して周知を
図る。印刷枚数は3,000枚を予定。

⑤住⺠向け案内チラシ製作
瀬⼾⽥地区 尾道市街地

ルート 製作枚数

７月８月 尾道駅・久保周遊 3,000

１０月〜１２月 尾道駅〜浄土寺 5,000

２月 尾道駅・久保周遊 3,000

修正

10⽉8⽉ 9⽉

作成 設置
2⽉12⽉ 1⽉

作成 設置

２⽉運⾏

１０⽉運⾏



提供の主体 インセンティブ 備考

尾
道
市
街
地

1 尾道観光協会 尾道スイーツクーポン 1,000円 900円（100円引き）

※販売場所

尾道駅観光案内所

ロープウェイ山麓駅観光案内所

2 尾道観光協会 千光寺公園頂上売店

（ソフトクリーム）

350円 300円

（50円引き）

※3 尾道観光協会 瀬戸田周遊パス 4,500円 4,050円（10％引き）

※2日間有効

※4 尾道観光協会 しまなみE－BIKE らく旅パス 4,500円 4,050円（10％引き）

※3日前までに予約必要／レンタ

サイクルに空きがあれば当日販

売可

5 浄土寺・拝観料 600円  540円（団体割引適

用）

6 西國寺・拝観料 500円（団体割引適用）

7 尾道ええもんや お土産購入代金5％引き

8 観光課 ロープウェイ

大人：片道320円 280円

往復500円 450円

（団体割引適用）

※5/18（月）から運行再開

9 文化振興課 爽籟軒入館料

100円 80円

※土日祝のみ開館

5/31（日）まで休館

10 文化振興課 映画資料館入館料

520円 420円

5/31（日）まで休館

11 文化振興課 歴史博物館入館料

210円  170円（団体割引適

用）

5/31（日）まで休館

（２０）利⽤促進策

利⽤促進及び公共交通として事業化した後の事業の持続性向上のため、地域との連携を計画している。
 グリーンスローモビリティの利⽤者１名ずつに乗⾞証明を発⾏し、利⽤者は乗⾞証明を対象の店舗で提⽰することで、特典が受けられる。

証明書は記念として渡すため回収はせず、各店舗に利⽤⽇と利⽤者数を計上してもらい、どの程度の利⽤があったか効果を検証する。

41

新規

将来的に想定されるお金の動き（今後、検討する可能性あり）
今年度の実証実験のお金の動き

今年度の実証実験のサービスの動き

利用者

観光施設運行事業者

運賃

・輸送
・乗車証明書

・観光体験
・商品

代金（割引価格）

地元店舗

将来的に関わる可能
性のある主体

実証実験のスキーム図

• 今年度の実証実験では、地域の観光施設と連携し、下図のようなお⾦、
サービスの動きが発生する。

• 将来的には、他の地域主体の参与や、他のお⾦の流れが発生することが
考えられる。（今後、検討する可能性がある）

地域との連携

※効果測定のため、協
⼒団体様に利⽤者数
を記録して頂く。

42

（２１）効果アンケート手法①

・アンケート手法
GSMのドライバーがお客様に対して簡単なアンケートを

乗車時に配布。乗車中にアンケートにお答えいただけるよ
うに依頼し、降車時に回収を予定。回収が難しい場合には
、タクシーのお客様へのアンケートや駅での街頭アンケート
の実施も検討する。
瀬戸田では目的の異なる２ルートを運行するため、ルート

ごとにアンケートを整理し集計する。

・アンケートの概要・内容
社会実装、有償化に向けて、利用者の意見を把握する

ためのアンケートを実施するもの。具体的には、利用者の
属性、利用目的、代替移動手段、有償化に向けた支払い
可能運賃等を明らかにする。また、一部のアンケート結果
については、ＣＯ２削減効果計算のパラメーターとして活
用することも検討している。

瀬⼾⽥地区

修正瀬⼾⽥地区
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（２１）効果アンケート手法②

尾道市街地（尾道駅〜浄土寺ルート）、
尾道市街地（尾道駅・久保周遊ルート）

修正尾道市街地（地域住⺠向け）尾道市街地（観光客向け）

３．IoTの活⽤
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利⽤者の利便性向上
１

ドライバーの業務負担軽減
２

乗務記録分析

３

ＩＯＴ導入のねらいは、以下の3点である。

グリーンスローモビリティの走⾏位置や、現在の乗⾞⼈数を
ウェブ上で公開することで、利⽤者の利便性を⾼める。
中期的には、キャッシュレスの⽀払い端末を検討する。

通常のタクシーであれば、乗務記録を手書きで記載するが
、ドライバー席に設置するタブレットから乗⾞記録を簡易に
入⼒することができる。

乗務記録から、以下の項目について分析を⾏う。
曜日別の合計乗⾞⼈数及び平均乗⾞⼈数
時間別の乗⾞⼈数
区間別（尾道駅〜浄土寺、尾道駅・久保周遊ルート、し
おまち周遊ルート、瀬⼾⽥港〜サンセットビーチ往復ルート
）の乗⾞⼈数

継続（１）ＩＯＴ導入のねらい
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②ドライバーが、運転席に設置した端末から、現在の乗
⾞⼈数を入⼒する。（ドライバー業務負担軽減、乗⾞

⼈数、乗⾞ルートをシステム上に記録）

①運転席に設置する端末のＧＰＳにより、⾞両の位置情
報を明⽰する

観光客 ポータルサイト（ホームページ）

データ分析・加工・蓄積

【利⽤者の利便性向上】
①GSMが、どこにいて
②GSMに、あと何⼈乗れるか
③①②の多言語案内

【ビッグデータ分析】
利⽤者の移動ルート、⼈数を分析し、ニ
ーズの⾼いルート、時期、時間等を分析
し、今後の効率的な運⾏管理のための
情報を得る。
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（２）システムの全体像（尾道市街地、瀬⼾⽥地区）

取得データ
・車両位置
・車両ステータス
（回送、など）
・乗車人数

アウトプットデータ
・車両位置
・車両ステータス（回送、など）
・乗車人数

取得データ
・車両位置
・車両ステータス
（回送、など）
・乗車人数

継続



（２）システムの全体像（尾道市街地、瀬⼾⽥地区）

※赤字・赤線で記載したものが本業務での制作物

⾞載タブレット

・⾞両位置把握
・⾞両ステータス把握
・乗⾞⼈数入⼒

管理サーバー
（既存）

配⾞管理画⾯

⾞載タブレット⇔配⾞管理画⾯
との音声連絡のためマイクを設置

尾道市街地
GSM⽤
動態管理
サーバー

動態・乗⾞⼈数取得

尾道市GSMサイト

動態・
乗⾞⼈数

連携
Google Mapへのルート情報埋込

Webサイトへの連携（埋込）

継続

47

※赤字・赤線で記載したものが本業務での制作物

⾞載タブレット

・⾞両位置把握
・⾞両ステータス把握
・乗⾞⼈数入⼒
・予約情報の把握

管理サーバー
（既存）

配⾞管理画⾯

瀬⼾⽥GSM⽤
動態管理
予約管理
サーバー

動態・乗⾞⼈数取得
予約情報連携

尾道市GSMサイト

動態・
乗⾞⼈数

連携

Google Mapへのルート情報埋込
Webサイトへの連携（埋込） 利⽤者

サイト
閲覧

乗⾞予約

修正

サンセット往復
ルートのみ

（３）システムの全体像（瀬⼾⽥地区）
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新規（４）システムの予約画⾯
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４．有償運送に向けて

50



（１）関係機関との調整

有償運⾏に際して下記のような課題が存在するため、関係機関と調整を⾏う。

51

関係機関 課題 現状

運行事業者 • 運賃箱（現金）の取り扱い • 有償運行GSM事例の調査
• 所轄官庁への確認

IoT機器関連の事業者 • 決済端末の導入 • 決済端末販売事業者との交渉
中

所轄官庁 • 運行認可の取得（運輸局）
• 安全な走行の確認（警察）

• 事前協議を経て、取得手続き中
• 試走実施済

地元事業者（観光利用施設）
例：神社仏閣、観光施設

• マイカーではなく、GSMを
利用した訪問の促進

• GSM利用者への割引を打診中

地元事業者（住民利用施設）
例：スーパー

• マイカーではなく、GSMを
利用した訪問の促進

• 今年度の実証実験の対象外

新規

5252

（１－２）関係機関との調整と手続き

平成１８年９月２９日付け中国運輸局公示：

「一般乗合旅客自動車運送事業に係る経営許可申請事案
の審査基準について」
により

事業用自動車

乗車定員は、１１人以上であり、かつ、事業計画及び運行
計画を的確に遂行するに足りるものであること。ただし、地
域公共交通会議等の協議結果に基づく場合、過疎地、交
通空白地帯等で運行する場合等、地域の実情に応じて事
業計画及び運行計画の遂行に必要な輸送力が明らかに確
保されると認められる場合には１１人未満の乗車定員とす
ることができる。
とされている。

尾道市で使用しているグリーンスローモビリティは、乗車
定員が７名であり、乗合運行の認可を申請するには、尾道
市地域公共交通協議会において運行計画について審議し
、承認を得たのち、その旨の証明書を添付する必要がある
。
尾道市地域公共交通協議会の承認を得て、運行事業者

である備三タクシー株式会社から中国運輸局広島運輸支
局へ運行認可の申請を行った。

今年度は、事業化に向けた検証として、有償運行を計画
している。

■尾道グリーンスローモビリティ運行計画

乗車定員７名での運行であり、ルート、ダイヤ及び運
賃などを含めた運行計画について審議
次ページ資料１－１～１－５

■運行車両の移動円滑化基準適用除外認定

使用する車両が移動円滑化基準に適合していない
条件を除外することについて審議
次ページ資料２－１～２－２

■営業所と車両保管場所

運行事業者の営業所から２ｋｍ以上離れている箇所
を車庫にすることについて審議
次ページ資料３

尾道市地域公共交通協議会での審議内容は次のとおり。



5353

（１－３）関係機関との調整と手続き

5454

（１－４）関係機関との調整と手続き



5555

（１－５）関係機関との調整と手続き

（２）⾞両の改修 新規

運賃箱の設置

令和２年度秋以降に予定している有償運送に向けて、運
輸局の認可を受けるにあたり次の点が義務付けられると想
定される。

盗難防止の鍵 運賃箱の取り外し
（車検時)

・運行事業者の表示
・回送、行き先の表示

※乗合運行の認可（４条許可）では、現金の取り扱いをしない運行を認可することはできない
とのことであった。

運賃箱の設置及び運賃の収受の運用は、運行開
始後にドライバーと調整し整備する。

56



5757

（２）⾞両の改修

行先表示
・浄土寺行
・尾道駅行
・回送

備三タクシー
株式会社

58

（３）決済端末の導入

尾道市街地での有償運送に向けて、利⽤者の利便性向上及びドライバーの負担軽減の
ため、決済端末を導入する。

ロイヤルゲート社
PAYGATE Station 本実証事業での機器の調達を検討し、複数社と協

議したところ、コンソーシアムメンバー内での使⽤契約
や加盟店契約（運⾏事業者が変更になる。）につ
いて、柔軟な対応が可能であったため、当該機器での
導入を検討している。

新規
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（３）決済端末の導入 新規
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５．二酸化炭素削減効果について

ＣＯ２排出量 算出式（案）
＝ 乗⾞客※１ × 走⾏距離※１ × 利⽤者のバス利⽤率※２ × バス排出係数※３
＋ 乗⾞客※１ × 走⾏距離※１ × 利⽤者のタクシー利⽤率※２ × タクシー排出係数※３
＋ 乗⾞客※１ × 走⾏距離※１ × 利⽤者の自動⾞利⽤率※２ × 自動⾞排出係数※３
－ （ＧＳＭの総走⾏距離※１ × １ｋｍあたりに必要な電⼒量※４ × 排出係数※５）

※１ 乗務記録により把握。（次ページ参照）
※２ 利⽤者アンケートよりバス利⽤率、タクシー利⽤率、自動⾞の利⽤率を算出する。

（（１７）効果アンケート手法①②参照）
※３ 国土交通省による乗り物別1⼈あたりの排出係数を採⽤（2017年度）

タクシー及び自動⾞ 137g-CO2/⼈km
バス 56g-CO2/⼈km
https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/sosei_environment_tk_000007.html
（国土交通省係数採⽤理由 事業者へのヒアリングよりも正確性が⾼いと判断されるため。）

※４ 0.15kWh/km ｼﾝｸﾄｩｹﾞｻﾞｰ参考値
※５ 0.669kg-CO2/kWh 中国電⼒係数

継続



５．二酸化炭素削減効果について

乗務記録フォーマット（抜粋）
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運行開始 運行終了 走行距離(km) 乗客数 運賃収入 備　　考

地点名
走行キ
ロ数
(km)

時刻 地点名
走行キ
ロ数
(km)

時刻
実車走行距離

(km)
回送距離

(km)
（人） （円）

(運休の理由、事故又は異常な状態が発生し
た場合はその概要及び原因）

2019年12月1日 下渡 尾道駅 10:00 浄土寺 10:21 2.8 1.4 3人

下渡 浄土寺 10:40 尾道駅 11:02 2.8 4人

下渡 尾道駅 11:20 浄土寺 11:45 2.8 5人

下渡 浄土寺 12:00 尾道駅 12:00 2.8 6人

下渡 尾道駅 13:00 浄土寺 13:21 2.8 5人

下渡 浄土寺 13:40 尾道駅 14:02 2.8 6人

下渡 尾道駅 14:20 浄土寺 14:42 2.8 6人

下渡 浄土寺 15:00 尾道駅 15:21 2.8 6人

2019年12月6日 水ノ上 尾道駅 10:00 浄土寺 10:23 2.8 1.4 1人

水ノ上 浄土寺 10:40 尾道駅 11:00 2.8 0人

水ノ上 尾道駅 11:20 浄土寺 11:42 2.8 2人

水ノ上 浄土寺 12:00 尾道駅 12:21 2.8 0人

水ノ上 尾道駅 13:00 浄土寺 13:20 2.8 5人 千光寺下１名降車

水ノ上 浄土寺 13:40 尾道駅 14:01 2.8 4人 千光寺下４名降車

日付 運転者名 路線名・便名

継続

５．二酸化炭素削減効果について

アンケート

• 本設問より、自動⾞利⽤率、バス利⽤率、タクシー利⽤率を算出する。

62

11⽉ 12⽉ 合計 利⽤率
自動⾞ 5 2 7 7.7%
バス 12 11 23 25.3%
タクシー 6 1 7 7.7%
自転⾞ 2 0 2 2.2%
徒歩 23 29 52 57.1%
アンケート回収⼈数合計 48 43 91

11⽉、12⽉の利⽤率（暫定）

継続



グリーンスローモビリティ、鉄道、サイクリング等の「尾道ならでは」の環境負荷の低い
MaaSモデルを構築する

地域の⼥性やバス会社やタクシー会社のＯＢ⼈材をグリーンスローモビリティのドライ
バーとして積極的に採⽤し、短時間でも働くことのできる職場を⽤意することで、様々
な⼈が働きがいをもって働き続けられるまちをつくる

グリーンスローモビリティについては、観光客だけでなく、地域住⺠も利⽤できるようにし、
自動⾞の免許返納等により運転をしなくなった⾼齢者も、元気に回遊できるまちをつく
る

環境負荷の低いMaaSモデル構築 ⼥性や元気な⾼齢者
をドライバーとして雇⽤

リレーションシップ ID rI d 14 のイメージパーツがファイルにありませんでした。

観光客だけでなく、地域住⺠も利⽤

６．地域循環共⽣圏の構築・ＳＤＧｓへの貢献

SDGｓの目標７，８，１１へ貢献します。

63

継続





 

 
 
 
 
 
 
 

３．成果報告書 
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